
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東大和市の“今”を伝えたい・・・ 
市議会議員  

 和地ひとみレポート 

２０１３年５月１９日 

№83 

 
土壌汚染の恐れ・・・土壌検査実施の必要 

新学校給食センター建設計画が１年遅れる？！ 

■土地履歴調査の結果により       

土壌についての概況調査の実施が必要に 

…５月 14 日、東大和市議会に対し東大和市より『新学
校給食センター建設日程の変更について』説明がありま
した。この新給食センターの建設については、現在、市
内にある２つの学校給食センターが老朽化しているこ
と、また、その施設が古いことにより衛生管理の方法が
最新でないことやアレルギー食への対応ができていな
いことにより、新学校給食センターの建設が検討され決
定されたものです。建設用地については、子どもの食の
安全、食育のためという意見が多く、必要な面積、建築
可能な地目などにより、運動場の面積が減ることにはな
りますが桜が丘市民広場を利用することに決定されま
した。そして、その建設計画のための２５億円超の予算
も議会で可決され、平成２８年４月には新学校給食セン
ターが稼働する計画となっていました。  

…しかし、新学校給食センター建設用地近隣の商業施設
建設用地における土壌汚染に関する情報が平成 24年 11

月に東京都公報に掲載された（平成２５年１月には除
去）ため、計画では平成２５年度実施の設計業務に含め
て実施する計画であった地歴調査を前倒しで実施。建設
用地には過去に農林業機会などを製造する工場（ゼノア
（株）、小松ゼノア（株））があり、昭和４７年から平成
１２年まで水質汚濁防止法の特定施設の届出がなされ
ていたことが判明し、土壌についての概況調査が必要と
なりました。  
 

■なぜ、予測できなかったのか 

…今回の建設予定地については、面積、地目だけの問題
だけではなく、市有地であることから土地購入費が必要
ないことが財政的メリットも理由として挙げられてい
ました。しかし、まだ記憶にも残っている昭和５２年ま
で建設予定地に工場があったことを考えれば、土壌調査  
 

【プロフィール】１９７０年 東京都北区生まれ。／父の転勤で１歳から群馬県で育つ。幼稚園からカギっ子。リーダーシップ
を発揮し、小学校で児童会長、中学校でも生徒会長を務める。大好きな音楽を究めようと武蔵野音楽大学に進学、卒業。／卒業後は
群馬の山奥の小学校で臨時教諭として担任を２年勤め、新しい試みで授業を活性化させ「元気印の先生」として保護者・生徒から親
しまれた。／「学校」の外の一般社会で挑戦しようとベンチャー企業の(株)シートゥーネットワーク（※スーパーマーケットを経営。
店頭公開から一部上場、外資系企業に転換）に社長秘書として入社。のち店舗現場に異動、同社で初の女性店長となる。その後、人
材開発部長を拝命。／『人を活かす』経営を学ぶため一念発起しカナダに留学。外から見た日本の将来に、漠然とした不安感じる。
帰国後もベンチャー企業を選び不動産投資会社に勤務。／同じビジネス界出身の加藤公一代議士との出会いに触発され、政治への道
を志して２０１０年末に退社。現在、新人東大和市議会議員として、日々、奮闘中。 
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東大和市 市議会議員 

和地 ひとみ 

市政、議会について「自然体」「ざっくばらん」にレポート 

「身近なようで知らなかった市政、議会。伝えることがスタートだと思います。」 

の必要性を予測することは  

困難ではなく、予算に見積もることも工事日程の計画に
盛り込むことも可能だったのではないかと考えます。  

…今回の市からの説明に対しての質問で、最悪の場合＝
概況調査を実施し、東京都環境確保条例の定める汚染土
壌処理基準を超過した土壌があった場合の、最大の追加
予算についてどのくらい見積もっているのかというこ
とに対しては、不明との回答。現在の東大和市の中でも
総合福祉センターの建設とならぶ大きな事業に対する
見積もりはもっとしっかり建てるべきです。他自治体で
も学校給食センター建設予定地の土壌汚染除去を行な
っているところはありますが、千万円単位の費用がかか
っている例もあり、当初予算の約２５億円超という予算
だけでは、新学校給食センターの建設は実現しない可能
性も出てきましたと思います。  
 

■まずは食の安全性を優先し・・・ 

…学校給食センターは子供たちが毎日食べる給食を作
るところです。センター内は衛生管理がきちんとできる
ように建設されることは当然ですが、食の安全性という
ことを考え、今回の調査で土壌汚染が発覚したら、正し
い方法できちんと除去をし、不安を残さない状況で建設
するべきです。学校給食の安全性を確保する、食育の充
実を図るということで立てられた今回の新学校給食セ
ンター建設計画です。予算が追加されることだけではな
く、完成を待っていた市民に対しては計画が１年遅れる
という結果になった今回の計画については、もっとシビ
アに日程、予算ともに計画を作成する必要があったと考
えます。  

…今後も、他自治体の事例なども研究し、今回の計画変
更の内容や対処について、情報提供を逐次求めながら、
今後、このような事がないように注目していきたいと思
います。  


